
令和３年５月号 №539 

のうぎょうだよりは八戸市農業

委員会のほか、市内農協各支店

でも配布しています。 

また、インターネットではフル

カラーでご覧いただけます。 

○八戸市ホームページ 

http://www.city.hachinohe.

aomori.jp/ 

 

 

 

 
のうぎょうだより 

１．農作業労働賃金 

作業名 標準単位 標準賃金（円） 

水田 一般作業 ８時間労働 6,400 

畑 一般作業（たばこ含む） 〃 6,400 

果樹 
剪定 〃 9,600 

摘果・袋かけ・収穫 〃 6,400 

 

 

２．農作業受委託料金 ※金額は消費税含む 

作業名 標準単位 標準料金（円） 

水田 

耕起（トラクター） 10アール当り 6,100 

代かき 〃 6,300 

田植（機械植） 〃 7,100 

田植機用苗 苗（１箱当り） 800 

刈取バインダー（ひもを除く） 10アール当り 7,300 

脱穀 〃 6,900 

コンバイン（ひもを除く） 〃 14,500 

乾燥・調整 60ｋｇ当り 1,400 

畦ぬり（片側） １ｍ当り 30 

畑 

耕起（トラクター） 10アール当り 5,000 

トレンチャー 〃 43,000 

麦 
コンバイン（ひもを除く） 〃 8,800 

生乾燥 60ｋｇ当り 1,500 

 
             

農家の経営とくらしに役立つ情報を 

お届けします。 

発行日 毎週金曜日 

購読料 月額700円 

   （送料、税込み） 

お申込みは、農業委員・農地利用最適

化推進委員、農業委員会事務局まで。 

 

八
戸
市
農
業
委
員
会
で
は
、
３
月
に
開
催

し
た
総
会
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
農
作
業

標
準
賃
金
に
つ
い
て
審
議
し
、
左
表
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
農
作
業
標
準
賃
金
は
あ
く
ま
で
標
準

賃
金
で
す
の
で
、
実
際
に
農
作
業
を
委
託
す 

 

る
場
合
は
、
ほ
場
条
件
（
狭
い
・
広
い
・
変

形
・
傾
斜
）
や
作
業
範
囲
（
四
隅
の
取
扱
い
・

仕
上
げ
）、
消
耗
品
の
取
扱
い
等
の
諸
条
件
に

つ
い
て
、
事
前
に
当
事
者
間
で
十
分
に
協
議

し
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。 

問
農
業
委
員
会 

☎
43
‐
９
１
６
４ 

 

    

農
業
委
員
会
で
は
、
荒
廃
農
地
の
解
消
に

向
け
て
、
今
年
度
も
市
内
の
農
地
の
全
体
調

査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
荒
廃
農

地
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
主
な
調
査

内
容
と
な
り
ま
す
が
、
調
査
の
結
果
、
著
し

く
山
林
・原
野
化
が
進
行
し
、
農
地
と
し
て

の
利
用
が
困
難
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、

「非
農
地
」と
し
て
農
業
委
員
会
の
台
帳
を

修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

調
査
の
際
に
は
、
農
地
所
有
者
の
立
会
い

は
不
要
で
す
が
、
農
地
内
に
立
ち
入
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

問
農
業
委
員
会 

☎
43
‐
９
４
４
８ 

 

【注意】まかない費は含まず。男女共同じ。 
【参考】青森県最低賃金 １時間793円（令和２年10月３日改定） 

※青森県最低賃金が改定された場合は、賃金が最低賃金額以上になるようにしてください。 

て 



 

(２) 
はちのへのうぎょうだより 

５ 月 号  No.539 

 

取

材

担

当 

館

地

区 

三
浦 

 

豊 

委
員 

寺
沢 

和
則 

委
員 

三
浦 

勝
浩 

委
員 

山
田 

貴
光 

委
員 

        
 

 

 
 

 

今
回
は
、
館
地
区
の
稲
作
農
家
で
、
地

区
の
中
心
的
存
在
の
柳
町
さ
ん
に
お
話
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。 

◎
水
稲
ク
ラ
ブ
副
部
長 

柳
町
さ
ん
は
、
館
水
稲
ク
ラ
ブ
副
部
長
、

消
防
団
班
長
な
ど
、
多
方
面
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。 

館
水
稲
ク
ラ
ブ
で
は
、
水
稲
を
中
心
と

し
て
、
様
々
な
業
種
の
農
家
が
集
ま
り
、

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
栽
培
技
術
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
で
は

若
い
農
業
者
の
参
加
も
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。 

◎
就
農
の
き
っ
か
け
は
？ 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
米
作

り
を
し
て
い
た
父
親
が
高
齢
と
な
っ
た
こ
と

を
機
に
42
歳
で
脱
サ
ラ
し
、
父
親
の
跡
を

継
ぎ
ま
し
た
。 

同
時
に
経
営
規
模
を
拡
大
し
、
国
の
助

成
金
制
度
を
利
用
し
て
、
倉
庫
と
乾
燥
機

３             

 
３
台
、
ト
ラ
ク
タ
ー
他
を
新
た
に
導
入
し
ま

し
た
。 

◎
現
在
の
経
営
内
容
は
？ 

現
在
の
経
営
面
積
は
15
町
歩
で
、
主
な

品
種
は
、
あ
き
た
こ
ま
ち
５
割
、
ま
っ
し
ぐ

ら
４
割
、
つ
が
る
ロ
マ
ン
１
割
を
作
付
け
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
稲
刈
り
の
請
負
も
し
て
い

ま
す
。
専
従
者
は
父
と
２
人
で
、
苗
代
や
稲

刈
り
の
忙
し
い
と
き
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
っ
て

対
応
し
て
い
ま
す
。 

◎
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
を
目
指
す 

法
人
化
は
考
え
て
い
な
い
も
の
の
、
さ
ら

な
る
規
模
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
規
模

拡
大
す
る
に
は
、
ま
ず
は
労
働
力
の
確
保
と

作
業
の
効
率
化
が
必
要
で
す
。 

作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
、
大
型
機
械

を
導
入
し
、
さ
ら
に
４
年
前
に
は
ド
ロ
ー
ン

を
購
入
し
て
、
薬
剤
散
布
の
省
力
化
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
密
苗
も
導
入
し
て
い
ま

す
。
密
苗
は
、
播
種
量
を
増
や
し
て
箱
数
を

減
ら
す
技
術
で
、
費
用
を
削
減
で
き
、
作
業

も
楽
に
な
り
、
１
反
歩
当
り
箱
数
８
～
10

枚
で
済
み
ま
す
。
最
近
で
は
、
藁
を
敷
き
込

み
、
化
学
肥
料
を
減
ら
し
て
経
費
削
減
を

し
て
い
ま
す
。 

年
々
、
田
を
貸
し
た
い
と
言
う
人
が
増
え

る
中
で
、
自
分
た
ち
が
今
で
き
る
範
囲
で
対

応
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

◎
今
後
の
抱
負
は
？ 

で
き
れ
ば
息
子
に
跡
を
継
い
で
も
ら
い
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
農
業
離
れ
が
進

む
中
、
若
い
人
た
ち
が
働
き
や
す
い
環
境
を 

整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

              

   
オ
ラ
ほ
の

 

 

 

今月号では、館地区

の稲作農家、 

柳町秀樹さん（56）を

紹介します。 

優しい笑顔の柳町さん 

       
 少子高齢時代に強い年金です。 

   自ら支払った保険料とその運用益により年金額が決まる「積立方式・確定拠出型」の年金です。 
 保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます！ 

   月額２万～６万７千円の間（千円単位）で設定できます。 
 税制面で大きな優遇措置があります！ 

   支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税の節税になります。 
 認定農業者など一定の要件を満たす方には保険料の国庫補助があります！ 

 
※加入要件…①60 歳未満、②国民年金第1 号被保険者、③年間60 日以上農業に従事している方 

農業者年金に関するご相談は、最寄りのＪＡか農業委員会または農業者年金基金にお問合せください。    

問 農業者年金基金 ☎03-3502-3942 

 あなたの老後生活への 

備えは十分ですか？ 

大型機械に乗る柳町さん 



 

(３) 
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日
本
の
農
業
は
、
家
族
単
位
で
農
業
を

営
む
家
族
経
営
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

家
族
農
業
経
営
は
、
家
族
だ
か
ら
こ
そ
の
良

い
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
経
営
と
生

活
の
境
目
が
明
確
で
な
く
、
各
世
帯
員
の
役

割
や
労
働
時
間
、
労
働
報
酬
な
ど
の
就
業

条
件
が
あ
い
ま
い
に
な
り
や
す
く
、
そ
こ
か

ら
様
々
な
不
満
や
ス
ト
レ
ス
が
生
ま
れ
が
ち

で
す
。 

そ
こ
で
、
農
業
経
営
に
携
わ
る
各
世
帯
員

が
、
意
欲
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
経
営
に
参

加
で
き
る
魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
、

経
営
方
針
や
役
割
分
担
、
家
族
み
ん
な
が

働
き
や
す
い
就
業
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
家

族
間
の
十
分
な
話
し
合
い
に
基
づ
き
取
り
決

め
る
の
が
家
族
経
営
協
定
で
す
。 

家
族
経
営
協
定
の
締
結
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
目
指
す
べ
き
農
業
経
営
の
姿
や
、
家
族

み
ん
な
が
意
欲
的
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
環

境
整
備
に
つ
い
て
、
家
族
間
で
十
分
に
話
し

合
う
こ
と
が
よ
り
良
い
農
業
経
営
に
つ
な
が

り
ま
す
。 

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
農
業
委
員
会
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
農
業
委
員
会 

☎
43
‐
９
１
６
４ 

  

   
 

 
 

安
全
使
用
の
た
め
に 

 
 
 
 
 

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
‼ 

 

長
い
も
や
ご
ぼ
う
等
を
栽
培
す
る
際
、

植
付
け
前
の
土
壌
消
毒
に
使
用
さ
れ
て
い

る
土
壌
く
ん
蒸
剤
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
は
、

容
易
に
ガ
ス
化
し
、
そ
の
ガ
ス
は
強
い
刺

激
臭
が
あ
る
た
め
、
農
林
水
産
省
令
で
、

ガ
ス
の
揮
散
防
止
措
置
の
努
力
義
務
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
剤
を
使
用
し
た
際
、

被
覆
を
怠
っ
た
た
め
、
近
隣
住
民
に
健
康

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

事
態
が
発
生
す
れ
ば
、
使
用
者
の
責
任
は

重
大
で
す
。 

 

農
家
の
皆
さ
ん
！
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
剤

を
使
用
す
る
際
は
、
自
分
自
身
と
近
隣
住

民
の
健
康
の
た
め
、
次
の
注
意
事
項
を
必

ず
守
り
ま
し
ょ
う
。 

◎
使
用
の
際
は
、
土
壌
く
ん
蒸
用
防
護
マ

ス
ク
な
ど
の
保
護
具
を
身
に
付
け
ま
し
ょ

う
。 

◎
ガ
ス
が
、
近
隣
の
住
宅
、
家
畜
舎
、
田

畑
、
井
戸
や
河
川
等
に
流
れ
込
ま
な
い
よ

う
風
向
き
等
に
注
意
し
て
作
業
し
ま
し
ょ

う
。 

 

◎
事
前
に
周
辺
住
民
に
使
用
の
日
時
と
使

用
者
等
の
連
絡
先
を
時
間
的
余
裕
を
も
っ

て
、
幅
広
く
周
知
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
被
覆
し
な
い
と
有
効
成
分
の
ガ
ス
が
抜

け
、
防
除
効
果
が
落
ち
ま
す
。
安
全
に
使

用
し
、
高
い
防
除
効
果
を
得
る
た
め
、
施

用
後
は
、
必
ず
厚
さ
0.03
㎜
以
上
の
シ
ー 

                     
 

   

ト
や
難
透
過
性
資
材
で
被
覆
し
ま
し
ょ
う
。 

問
三
八
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部 

農
業
普
及
振
興
室 

☎
27
‐
５
１
１
１
（
代
表
） 

                           

農
業
委
員
会
事
務
局
職
員
異
動 

４
月
１
日
付
人
事
異
動
に
よ
り
、
事
務
局
職
員
が
次
の
と
お
り
異
動
に

な
り
ま
し
た
。
（
《 

》
内
は
旧
職
名
） 

  ■
農
業
委
員
会
に
転
入
し
た
職
員 

 

主
幹(

農
政
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー) 

《
福
祉
政
策
課
主
幹
》 

山
崎 

真
史 

農
地
グ
ル
ー
プ
主
査 

《
生
活
福
祉
課
主
査
兼
社
会
福
祉
主
事
》 

宮
野 

裕
文 

 

農
政
グ
ル
ー
プ
主
査 

《
市
民
課
主
査
》 

若
佐 

秋
奈 

農
地
グ
ル
ー
プ
主
事 

《
資
産
税
課
主
事
》 

工
藤 

悠
万 

農
地
グ
ル
ー
プ
主
事 

《
採
用
》 

若
佐
谷 

龍
太 

■
農
業
委
員
会
か
ら
転
出
し
た
職
員 

人
事
課
副
参
事 

(

広
域
事
務
組
合
（
清
掃
工
場
）
派
遣) 

《
事
務
局
次
長
（
農
政
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
》 

村
上 

司 

環
境
政
策
課
主
幹 

《
農
地
グ
ル
ー
プ
主
幹
》 

才
勝 

司 

収
納
課
主
査 

《
農
政
グ
ル
ー
プ
主
査
》 

菅
原 

理
恵 

衛
生
課
技
能
技
師 

《
農
地
グ
ル
ー
プ
技
能
技
師
》 

小
笠
原 

衛 

交
通
部
運
輸
管
理
課
主
事 

《
農
地
グ
ル
ー
プ
主
事
》 

寺
地 

圭
次 

ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
剤 

の
使
用
に
関
す
る
お
願
い 
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競
泳
の
日
本
選
手
権
で
、
池
江
選
手
が
４
冠

を
達
成
し
ま
し
た
。
白
血
病
か
ら
復
帰
後
、
出

場
し
た
全
種
目
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
の
で
す
。
日
本
で
負
け
る
の
が
今
年
で
最
後

と
決
め
て
い
た
、
と
の
こ
と
。
治
療
で
心
身
と

も
に
弱
っ
た
で
あ
ろ
う
に
、
な
ん
と
も
驚
異
的

な
回
復
力
だ
と
感
心
す
る
ば
か
り
。
こ
れ
も
確

固
た
る
目
標
を
持
つ
者
が
出
せ
る
力
な
の
で
し

ょ
う
。 

 

私
は
と
い
う
と
、
毎
年
の
よ
う
に
今
年
の
目

標
は
〇
〇
‼
な
ん
て
言
い
な
が
ら
、
い
つ
の
間

に
か
忘
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
今
年
の
目
標

は
何
だ
っ
た
か
な
ぁ
…
。 

新規の農地情報をお知らせします。詳細につい

て確認したい方は、「全国農地ナビ」をご覧いた 

だくか、農業委員会までお越しください。新規以

外の情報は折込チラシにございます。 

 農地転用・農地改良につきましては、農業委員

会や農業委員・農地利用最適化推進委員にご相談

ください。 

問 農業委員会 ☎４３-９４４８ 

 
所在地 

地目等 
面積 
(㎡) 

希望価格 
大字 小字 地番 

①  長苗代 

島ノ後 28-4 田 1,983 
応相談 
※貸付可 

島ノ前 28-1 田 1,983 

②  尻内町 善右エ 
門堰 

６ 田 
（農用地） 

614 

応相談 

15-2 
田 

（農用地） 
991 

 

 

 
■農地を買いたい・借りたい方 

提出書類 発行機関等 

①あっせん申出書 八戸市農業委員会 

②住民票 
※申出者が市外居住者の場合 居住地の市町村役場 

③農地台帳記載証明書 
（耕作証明書） 
※申出者が市外居住者の場合 

居住地の農業委員会 

 

 

■農地を売りたい・貸したい方           

提出書類 発行機関等 

①あっせん申出書 八戸市農業委員会 

②全部事項証明書（土地） 法務局（登記所） 

③公図 法務局（登記所） 

④住民票 
※申出者が市外居住者の場合 居住地の市町村役場 

 

農地情報への掲載について 
○農地情報掲載の提出書類一覧（全て１部） 

 

編
集
発
行 

令
和
３
年
５
月
号 

八
戸
市
内
丸
一
丁
目
１
番
１
号 

八
戸
市
農
業
委
員
会
（
℡
43-

９
１
６
４
） 

印
刷
部
数
４
，
０
０
０
部 

印
刷
経
費
１
部
あ
た
り
4.84
円 

編
集
後
記 

の
う
ぎ
ょ
う
だ
よ
り
担
当 

古
舘 

農地法関係の申請受付日等について 
農業委員会で設定している、農地法第３・４・５

条の許可申請・届出の受付期間等をお知らせしま

す。 

 申請内容や申請書類については、事前に農業委員

会でご確認ください。 

※今年度の年間予定については、農業委員会の窓口

及び市ホームページへ掲載しています。 

問 農業委員会 ☎４３-９４４８ 

農地法許可申請 

申請月 受付期間 
許可書の交付日 

3条/4･5条 
（30a以下） 

4･5条 
（30a超） 

５月 ５/11-５/20 ６/16 ６/29 

６月 ６/11-６/18 ７/16 ８/５ 

７月 ７/12-７/20 ８/16 ９/６ 

※他法令との調整により、変更となる場合があります。 
農地法届出 

届出月 締切日 交付日 締切日 交付日 

５月 ５/６ ５/14 ５/20 ５/31 

６月 ６/７ ６/15 ６/21 ６/30 

７月 ７/５ ７/15 ７/20 ７/30 

 ◎３条申請…農地を農地として使うために売ったり、

貸したりする場合 

◎４・５条申請…農地に建物を建てたり、植林する等、

農地以外として使う場合 

※農地の売買、贈与、貸借、転用については、事前に

農業委員会へご相談ください。 

全国の農地情報の確認にはインターネットの

「全国農地ナビ」をご利用ください。画面上の地

図から農地の所在、地番をはじめ、地目、面積、

所有者の意向などを調べることができます。 
 
全国農地ナビ http://www.alis-ac.jp/ 

 

 

http://www.alis-ac.jp/

